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1. まえがき 

公共建築物木材利用促進法などの普及によ

り、近年木造建築物に注目が集まっている。従

来木造建築物は、中規模（500m2）以上の建物

では、火災の危険性等から建てることができな

かったが、本年３月に、建築基準法施工例の一

部改正がされたことにより、一定の条件を満た

すことで木造中規模建築物の建築が可能とな

った。本調査対象建築物は、昭和初期に建てら

れた500m２を超える建築物であり、かつ、過去

に火災の被害を受けた痕跡を有している。この

様な建築物の現存は確認できず、詳細な調査報

告が望まれている。本報告では，建物の概要と

歴史的背景について報告する。  
2. 建物概要 

図１に建物調査地概要を示す。調査地は、西

船橋海神１丁目であり、対象建築物は、２棟と

なる。北側に所在している建物を S 棟とし、南

側を R 棟とする。図１に示すように S 棟は長

さ 142m,幅約 30m(4200m2)の敷地に建てられ

ており、一部鉄骨構造となっていた。2019 年

2 月に S 棟は解体された。残る R 棟は、2019
年 10 月現在、倉庫として使用されており、長

さ 162m 幅 29m（4700m2）の敷地である木質

構造である。 
２棟の建

物は、図２に

示すような

１階建ての

主屋と下屋

から構成さ

れている。主

屋の屋根形

状と下屋の

屋根形状も

トラスとな

っており、中

央に大きな

空間を有す

る形状とな

っている。トラスの種類として、主に図 3 に示

す変形トラスが使用されているが、R 棟では、

両端部に右に示す二期トラスが存在している。

このことから建築期が２期に渡ると考えられ

る。図４に R 棟の簡易アクソメを示す。実際の

R 棟は 47 個の主屋トラスから構成され、S 棟

の木造部分は 37 個の母屋トラスから構成され

る。 
２.１文献調査結果 

敷地北側に位置する R 棟 S 棟の両建物は、昭

和 19 年の陸軍撮影の写真において、その所在

が確認されている。昭和 19 年以前についての

調査として、大正 15 年ごろまでは塩田として

の記録が確認でき、昭和 4 年に近隣を含めたあ

たりで塩田廃止となっている。 
これを機に「昭和 8 年に当該地に南海神１丁

目との名がつく」との記録があり、この頃以降

の開発であることが判明した。 
また、船橋の歴史―近現代史によると昭和初

期に海神製鉄が存在したが詳細は不明との記

載があった。昭和 25 年発行の資料においても

会社の存在は確認されているが、その後の経緯

が不明である。 
以上のことから昭和 8 年から 19 年の間に建

設されたことが推定される。 
次に歴史的背景について調査した結果を示 

 
図 1 配置図 

 
図 2  S 棟、R 棟の基本形状 

 
図 3  トラスの種類 左）第一期トラス   右）第二期トラス 

 

図 4 R 棟 簡易アクソメ図 
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す。まず、昭和 6 年に満州事変、昭和 11 年

に 226 事件、昭和 12 年に支那事変が勃発し、

昭和 13 年には国家総動員法が施行されている。

時代背景としては、軍事化の時代である。 
軍需化の時代に入り、昭和 12 年には鉄鋼工

作物建築造許可規則、昭和 13 年には鉄鋼工作

物築造全面禁止となっている。戦争のための鉄

不足と重なり、木造で建てざる得ない状況であ

った可能性を考えた。一方で、昭和１４年には

木造建築物統制規則が発令されており、木造も

許可制度となっている。 
以上のことから昭和８年から 15 年までの建

設であることを推定した。 
２.２．現地調査結果 

当該建築物は、使用中の建築物であり、詳細

調査が叶わなかった。このため、３次元レーザ

ースキャンによる調査を実施し、２棟の建物の

図面化を行った。R 棟のスキャン結果を図 5 に

示す。図 5 は、点描データによるものであり、

その精度は約２cm程度である。このようなレ

ーザースキャンから得られた 3Dデータを、2D
データに変換し、図面化を行った。例として、

図６に S 棟平面実測図を示す。平面データより

柱の間隔やトラス形状について詳細寸法を得

た。また、目視調査において、トラス接合点が

トラス斜材に見当たらない点、と下弦材も中央

のみの 1点での接合であることから、使用され

ている木材長が、現在流通している木材よりも

非常に長いものが多いことが判明した。また、

電気配線のために碍子が配置されている。使用

されている金物、屋根に使用されている板材マ

ークから昭和 25 年ごろに張られたことが判明

している。つまり建設年代以降に屋根材と壁材

が変更されていることが判明した。また、S 棟

の一部の木造トラス(以後、S 棟トラス No.15
と呼ぶ)が、火災の被害を受けた痕跡があり、解

体を行い、今後の調査のために回収した。S 棟

トラス No.15 の断面図を図 7 に、回収した現

物を写真 1 に示す。 
3. まとめ今後の方針 
今後、回収した材料の非破壊試験等を実施し、

さらに木材の強度試験を実施することにより

材料強度について調査する。 
また、トラスの形状が一部不静定と静定が混

在していることから、当時の設計方法の検証と

現在の設計法との比較検討を行う予定である。 
 

 
図 5  R 棟のスキャン結果 

 
図６ S 棟平面実測図 

 
図７ S 棟トラス No15 断面図 

 
写真 1 S 棟トラス No15 火災部分写真（現物） 
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